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安 全 基 本 方 針    

令和六年  安全スローガン   

 

『足元や周囲環境を確認して  危険予知の徹底でゼロ災害  
『習慣づけよう危険予知  高めよう一人ひとりの安全意識』  
 

― ビジョン― 
３つの力を向上させ、共に学び社員全員で 
協働・考動できる地域ＮＯ．１の企業を構築する 

― 社 是 ― 
1.人間力の向上（協働・考動） 
2.技術力の向上（品質・サービス） 
3.信頼力の向上（安心・安全） 

下 期・第 30 号（令和 7 年 2 月発行） Vol.30 

 

  

木
田
郡
三
木
町
鹿
庭
乙
二
五
五
番
地

契
約
期
間

業
務
内
容

清
掃
維
持
管
理
・設
備
管
理

さん リサ アグネスさん 

アイ フィトリさん さんスチアニさん

アブドゥル レザさん さん

三木町学校給食センター 

 

令和６年１１月  

１３日に、第６期生と 

なるインドネシア人 

の技能実習生８名が 

入社しました。 
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【
一
〇
年 

表
彰
】 

池
本
悦
子 

 
 

大
窪
美
矢
子 

 

大
西
節
子 

 
 

岡 
 

廣

子 

尾
野
有
香 

 
 

梶
野
美
里 

 
 
 

鎌
田
和
行 

 
 

鎌
野

代
里
子 亀

井
麻
子 

 

勢
野
節
子 

 
 

十
河
恵
美 

 
 

十
河

翔
悟 

高
橋
知
鶴 

 
 
 

多
田
啓
子 

 
 
 

谷
定
矩
子 

 
 

中
原

尚
幸 

中
山
美
恵
子 

 

西
尾
千
里 

 
 
 

西
塚
静
子 

 
 

藤
保

幸
美 

増
岡
君
子 

 
 
 

山
岡
浩
一
郎 

 

渡
邉
頼
史 

安
全
標
語
入
賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
） 

一
席 

   

飯
間
俊
行 

 
 

習
慣
づ
け
よ
う
危
険
予
知 

高
め
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
安
全

意
識 二

席 
 
 
 

上
野 

 

茜 
 

 

前
後 

足
元 

Ｋ
Ｙ
徹
底 

み
ん
な
で
め
ざ
そ
う 

ゼ
ロ

災
害 

久
保
寿
史 

 
 

Ｋ
Ｙ
で 

足
元
危
険
を
意
識
し

て 
 

事
故
を
防
い
で 

ゼ
ロ

災
害 三

席 
  

大
﨑
慎
弥 

 
 

必
ず
実
行 

安
全
確
認 

み
ん
な
で
徹
底 

危

険
予
知 

 
 
 

   

加
藤
美
喜
子 

 
 

目
で
確
認
・
声
で
確
認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
う
一
度 

初
心
忘
れ
ず
安
全

当
社
社
員 
市
原
克
美
さ
ん
が
、
香
川

県
安
全
運
転
管
理
連
絡
協
議
会
長
よ
り
、

安
全
運
転
管
理
者
と
し
て
適
正
な
安
全

運
転
管
理
に
努
め
、
交
通
安
全
に 

寄
与
し
た
と
し 

て
表
彰
状
を
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。 

二
〇
二
四
年
十
一
月
、
西
日
本
エ

リ
ア
に
あ
る
コ
メ
ダ
珈
琲
店
が
参
加

す
る
「
装
飾
コ
ン
テ
ス
ト 
秋
」
で
当

社
が
運
営
し
て
い
る
、
コ
メ
ダ
珈
琲
店

さ
ぬ
き
高
松
今
里
店
が
第
三
位
に 

選
ば
れ
ま
し
た
！ 

レ
ン
ガ
と
木
を
基
調
に
し
た
温
か

み
の
あ
る
店
内
に
、
カ
ボ
チ
ャ
や
紅
葉

な
ど
の
秋
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る 

装
飾
で
彩
り
ま
し
た
。 

コ
メ
ダ
珈
琲
店
は
お
客
様
が
日
常

使
い
さ
れ
る
「
い
つ
も
の
」
お
店 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
四
季
を
感
じ
な
が
ら

く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
空
間
を 

提
供
し
た
い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の 

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

コ
メ
ダ
珈
琲
店 

 
装
飾
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選 

 

 

令
和
六
年
八
月
二
日
、
技
能
実
習
生
の
第
五
期
生
が

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士
基
礎
級
に
合
格
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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謝
恩
会
の
開
催 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）、 

 

高
松
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、
常
々
当
社
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
謝
恩
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

    

 

主
任
者
研
修 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日(

金)

、
本
社

研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
現
場
主
任
を
務
め
る 

従
業
員
に
向
け
て
主
任
者
研
修
を
実
施 

し
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
当
社
の
労
働
災
害
に
お
け
る

発
生
傾
向
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。 

今
一
度
、
今
年
度
の
安
全
基
本
方
針
と
安
全

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
見
直
し
、
ひ
と
り
一
人
が
危

険
予
知
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
意
識
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が 

労
働
災
害
を
無
く
す 

こ
と
に
繋
が
る
と
し
、 

同
じ
作
業
所
の
方
へ
の 

周
知
徹
底
を
お
願
い 

し
ま
し
た
。 

令
和
七
年 

仕
事
始
め 

安
全
祈
願
祭 

令
和
七
年
一
月
十
日
（
金
）、
廣
田
八
幡

神
社
に
お
い
て
安
全
祈
願
祭
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
役
員
、
協
力
会
会
長
、
部
課
長
、

安
全
衛
生
委
員
の
二
十
数
名
が
出
席
し
、

今
年
一
年
の
無
事
故
を
ご
祈
祷
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

電
話
応
対
研
修 

令
和
七
年
一
月
十
八
日(

土)

、
本
社 

 

研
修
セ
ン
タ
ー
に
講
師
を
お
招
き
し
、  

電
話
交
換
業
務
に
就
い
て
い
る
従
業
員
に

対
し
て
電
話
応
対
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

発
声
を
良
く
す
る
た
め
に
は
表
情
筋
を

鍛
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
歌
舞

伎
の
「
外
郎
売
り
」
を
練
習
教
材
と
し
て 

音
読
し
、
発
声
練
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
電
話
で
は
相
手
の
表
情
が
見
え
な

い
た
め
、
声
の
表
情
を
読
み
取
り
、
相
手
の 

気
持
ち
を
感
じ 

取
っ
て
電
話
応
対 

す
る
こ
と
が
大
切 

で
あ
る
と
い
う
こ 

と
を
学
び
ま
し
た
。 

 

【令和六年謝恩会 感謝状贈呈】 

石井事務機株式会社 殿 
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ハウス美装では社員応援として、当社が運営している下記飲食店舗及びハウス  

クリーニングなどで社員割引を実施しますので、ぜひご利用ください。 

２０

10

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

令
和
六
年
十
二
月
十
日(

火)

並
び
に 

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日(

金)

に
、
一
般

社
団
法
人
香
川
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の

青
年
部
が
主
催
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
、
児
童
養
護
施
設 

讃
岐
学
園
の

床
清
掃
及
び
窓
ガ
ラ
ス
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

讃
岐
学
園
の
皆
さ
ん
が
施
設
で
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込
め
て
、

丁
寧
に
清
掃
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
感
謝
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
清
掃
活
動
の
意
義

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

次号 Vol. 31 令和7年8月 発行予定  

編集後記  

もうすぐ春ですね。我が家には１８歳のおばあちゃん猫がいました。 

猫には「１９歳の壁」というのがあって、人間でいうと９２歳 

くらいになるため、数がガクッと減ってしまうんです。我が家の 

おばあちゃん猫も１９歳になるこの春を迎える前に虹の橋を 

渡ってしまいました。今、家には３匹の猫達がいますが 

１日でも長く健康で一緒に過ごせることを願っています。 

 


